



The Use of Conditional Forms of Verb "iu":




This paper was analyzed that the conditional forms of verb "iu" spreads over a postposition 
targeted for the compound sentences with “iu” as conditional clause predicate. Whether the 
speaking subject is a specific person was guessed in a focus and it was analyzed about the nature of 
the events described in main clauses with the contents of a main clause as a clue. Analysis based on 
examples, reveals that deviation was judged by the events described in main clauses in case of the 
speaking subject is an unspecified person and in case of the speaking subject is a specific person, 
and that the fixed tendency can be indicated.
When the speaking subject of "iu" is an unspecified person, the lexical meaning of the verb "iu" 
is diluted, and a change occurs to the function, and the phenomenon the form also immobilizes 
is occurring. For example, it'll be the form of the “~toieba” and the “~toittara”. Therefore, the 
function of conditional forms of verb "iu" as a verb is lost, and conditional forms of verb "iu" is 
combined with "~to" expressing citation, and it is assumed to take grammatical function, and it 
can be said that it’s shifting to "postposition". In addition, the effectiveness of study method on the 








































































　6.3  E. 主節が発話主体についての叙述であるもの



























　　   （b） 主題のなげかけ
　　　～というと、～といえば、～といったら、など




　　   （b2） 主体になる
　　　・君江さんときたらじつにのんきだからな。
　　   （b3） 状況になる
・シンガポールとなると、ちょっと外遊するぐ
らいの心じたくをしなければならない。








　　   （c） 対象的な主体のなげかけ
～にかかると、～にかかったら、～にかけると、
など
　　   （c1） あいて、対象となる
・あいかわらず、女にかけるとダラシがないん
だな。








　　   （e） 制度のさしだし
　　　～によると、～によれば、～にしたがえば
・原則によれば




　　   （g） サンプルのえらびだし
　　　～によると、～によれば、など
・私は時によるとそれを善意に解釈してみた。













































































































































と節 58 21 79
ば節 85 4 89
たら節 5 5 10
なら節 15 2 17
ても節 74 3 77


































































































































16）  ディズニーランドと  いったら、老若男女を問わ
ず、みんな童心に帰って遊ぶところじゃない。（小
説宝石）














































25）その意味では、 罪の意識というのは  、感情でいえ
ば「恐怖」「驚愕」「怒り」のすべてが入っている
ような気がします。（教育再生！）
26） 多くの親の願いは  、一言でいえば子供をいい大学
に入らせるということ。（教育再生！）






















































































36） では、なぜ荷重が後ろ寄りになるのかと  いうと、
膝をぴしっと合わせすぎているからだと思われま
す。（月刊 SKI JOURNAL）
37） なぜ、野生のシカが増えたのかと  いえば、これも
食物連鎖が関係しているのです。（鳥羽水族館館
長のジョーク箱）
















41）しかし、 学校から帰る途中に子供同士で遊ぶかと  い
えば、答えはノーです。（教育再生！）
　5.3 C-1. 主節が話者の評価についての叙述













42） 留学と  いえば聞こえはいいが荷物を入れる船艙
に寝起きする旅行であった。（世界にかけた七色
の帯）





































48） 土方さんと  いえば、この前タマに会ったよ。土
方さんの暗黒舞踏派で踊ってたダンサー。（現代）









































































































































































































        出来事の発生 13 －
D-2.発話主体の発話をきっかけにした
        他の事態の発生 － 5
E.　発話主体の動作や変化 － 5
F.　発話主体からの発話をうけた発話相手の



















































































 8 疑問文の種類については、『日本語文法事典』（2014：153～ 155）での「疑問1」の項目（執筆者：安達太郎）
を参照している。
 9 この 5.3節と後述の 6.1節で取り上げる「～したらいい」「～すればいい」等の前半の動詞条件形と後半の
評価的用言の組み合わせが一語化していると認める立場も存在するが、本稿では動詞「いう」の条件形の
用法の総体を明らかにすることを目指しており、「いったらいい」「いえばいい」等も「いう」の条件形の
一用例として位置付け、これらについても記述すべきであると判断した。なお、「いったらいい」「いえば
いい」等は完全に一語化しているとは言い難い（花園 1999で、前半の動詞条件形に否定が現れたり、後
半の評価的用言の修飾が可能になったりすることを指摘し、「～したらいい」「～すればいい」等の一体性
が崩れていると述べている）。したがって、これらを「～という－条件形」として記述することは必ずし
も不適当とはいえない。
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